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長崎県における自閉症療育にかかわる歴史
一親の会結成とその後の活動の広がり｢
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Ⅶ.ローナ･ウイング博士と第 22回日本児童精神医学会総会









































































































2001年の年少児キャンプは, 7月27日 (金)から29日 (日)までの2泊3日,3






自閉症児 24人中抗てんかん薬服薬は3人 (13%),嘱息4人 (17%),アレルギー性鼻





身寺麻疹 (女子学生),アキレス塵断裂 (男子学生),足骨骨折 (女子学生),･ウニの麻に
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学齢の児童生徒 (92人)の就学状況では,小学生48人 (52%),中学生28人 (30%),
高校生 16人 (17%)である｡小学生48人中,通常の学級 17人 (35%),情緒障害児学
級 11人 (23%),知的障害児学級7人 (15%),知的障害養護学校 13人 (27%)である｡
通常の学級,特殊学級 (情緒障害及び知的障害),養護学校 (知的障害)がおおむね 1/3
ずつの割合になっている｡中学生28人中,通常の学級4人 (14%),情緒障害児学級4





勤寮 1人),福祉工場 1人 (通勤寮),長崎能力開発センター 1人,在宅による通所施設
19人 (40%)(授産施設11人,小規模通所作業所 7人,デイ ･サービス 1人),入所施設
13人 (28%),(更生施設11人,授産施設 1人,その他 1人),在宅その他8人となっているo
XI.長崎県支部会員の願い






















































































になる｡長崎県自閉症 ･発達障害支援センターも,発達障害児 ･者への医療 ･教育 ･福祉 ･
労働等の関連諸機関と連携した生涯にわたる一貫性と継続性のある適切な支援が期待され
る｡
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れる ｢自閉症児 ･者福祉フォ-ラム｣(会期:2000年 12月10日.会場 :佐世保市 ･西海パールシー














































































































































































































































































本アンケー ト結果の概要は,2000年 12月,NHK福祉フォーラム ｢自閉症児者を支えるため
に～医療 ･教育 ･福祉 ･療育の立場から～｣にて報告しました｡その後,報告書を作成する予定
でしたが,筆者が,2001年4月から2005年3月まで,長崎大学教育学部附属養護学校長を併
任することになり,報告書作成ができないまま現在に至りました｡
今般,｢長崎県における自閉症療育にかかわる歴史｣の資料として添付することにしました｡
